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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビタミンＢ２、ビタミンＢ６及びビタミンＣからなり、ビフィズス菌の内服時に用いら
れるビフィズス菌の増殖促進剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はビフィズス菌を含有する組成物及びチュアブル剤、並びにビフィズス菌の増殖
促進方法及び増殖促進剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビフィズス菌、乳酸菌は腸内細菌叢のいわゆる善玉菌であり、便秘、腹部膨満感の改善
等の整腸作用を有するため医薬品又は食品として飲料や錠剤等の形態として広く服用され
ている。乳酸菌等を含有した組成物としては、特許文献１に、凍結乾燥された納豆菌、乳
酸菌、酵母、ビタミン類及び糖分が混和され固形化された食品が開示され、また、特許文
献２には、乳酸菌、糖化菌及び酪酸菌を有効成分とする３種菌共生混合物が開示されてい
る。更に、特許文献３には、納豆菌、乳酸菌、オリゴ糖、玄米からなる抗酸化性組成物が
開示されている。
【特許文献１】特開昭５９－５９１７７号公報
【特許文献２】特開昭６３－６３６２０号公報



(2) JP 4694777 B2 2011.6.8

10

20

30

40

50

【特許文献３】特開平９－１５４５３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ビフィズス菌は経口的に服用しても腸内に定着しにくいといわれており、服用後腸内に
おいて増殖させることが課題となっている。また、飲料としての形態は持ち運びに難点が
あり、錠剤は服用時に水を必要とするという欠点があり、剤形の点からも更に改善の余地
があった。また前述の文献には、腸内浄化作用、整腸作用、抗酸化作用、抗潰瘍作用等を
有することが示されているが、ビフィズス菌を腸内において増殖させる手段は開示されて
いない。本発明者は、これら課題を解決すべく鋭意検討し、以下に示す手段により課題を
解決できることを見出し本発明を完成した。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、ビフィズス菌に、ビタミンＢ２、ビタミンＢ６及びビタミンＣを配合するこ
とによるビフィズス菌の増殖促進方法、ビタミンＢ２、ビタミンＢ６及びビタミンＣを含
有する、ビフィズス菌の増殖促進剤、並びにビフィズス菌、ビタミンＢ２、ビタミンＢ６
及びビタミンＣを含有する組成物又はチュアブル剤である。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明の増殖促進方法及び増殖促進剤により、ビフィズス菌を腸内において有効に増殖
させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　本発明におけるビフィズス菌とは、ビフィドバクテリウム属に属する菌を意味し、例え
ばビフィダム菌、ブレーベ菌、ロンガム菌又はアンドレッセンティス菌等を挙げることが
でき、特にBifidobacterium　longum　NTが好ましい。
【０００７】
　本発明におけるビフィズス菌の含有量は、それぞれ一回に服用される菌数では通常１０
5～１０9cfuであり、好ましくは１０6～１０9cfuである。重量に換算すると、一回の服用
当たり１０～２００ｍｇ、好ましくは２０～１５０ｍｇである。
【０００８】
　本発明においては、ビフィズス菌に、ビタミンＢ２、ビタミンＢ６及びビタミンＣを添
加することにより、ビフィズス菌を増殖促進することができる。ビタミンＢ２はリボフラ
ビンとも呼ばれ、リン酸リボフラビン、補酵素型リボフラビン等の種類があるが、特に遊
離体が好ましい。ビタミンＢ６は、ピリドキシンとも呼ばれ、ビタミンＣは、アスコルビ
ン酸とも呼ばれる。本発明においては、ビタミンＢ２は一回の服用当たり５～３０ｍｇ、
好ましくは１０～２０ｍｇであり、ビタミンＢ６は一回の服用当たり１０～１００ｍｇ、
好ましくは１５～５０ｍｇであり、ビタミンＣは一回の服用当たり１００～１０００ｍｇ
、好ましくは２００～５００ｍｇである。
【０００９】
　本発明では、ビフィズス菌と、ビタミンＢ２、ビタミンＢ６及びビタミンＣを含有する
組成物又はチュアブル剤を服用すると、消化管内においてビフィズス菌の増殖が促進され
、排便促進作用、整腸作用がもたらされるが、これらの作用が本願発明の目的である。
【００１０】
　本発明にかかる組成物は、例えば通常の錠剤とするためには、乳糖、デンプン、結晶セ
ルロース等の賦形剤、ヒドロキシプロピルセルロース等の結合剤を混合して溶媒を用いて
造粒、乾燥後、ステアリン酸等の滑沢剤を添加して打錠し通常の錠剤を製造することがで
きる。
【００１１】
　更に本発明にかかるチュアブル剤は、ビフィズス菌、ビタミンＢ２、ビタミンＢ６及び
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ビタミンＣを含有するチュアブル剤である。本発明にかかるチュアブル剤を製造するには
、ビタミンＢ２、ビタミンＢ６及びビタミンＣにショ糖、マンニトール等の甘味を有する
賦形剤とヒドロキシプロピルセルロース等の結合剤、更に必要に応じ矯味矯臭剤を混合し
、溶媒を加えて造粒、乾燥後、ビフィズス菌、滑沢剤を添加、打錠して得ることができる
。打錠圧は一般の錠剤を製造するよりも高くし、一般に崩壊剤を使用しない。チュアブル
剤とは、口中において徐々に溶かすか又はかみ砕いて服用するものであり、日本薬局方製
剤総則におけるトローチ剤と同様な製剤であるが、本発明にかかるチュアブル剤は、口腔
粘膜又は咽頭粘膜局所に対する作用を期待するものではない。本発明にかかる組成物又は
チュアブル剤を服用すると、消化管内においてビフィズス菌の増殖が促進され、排便促進
作用、整腸作用がもたらされるため、本発明は、ビフィズス菌、ビタミンＢ２、ビタミン
Ｂ６及びビタミンＣを含有する排便促進剤又は整腸剤を提供するものである。
【実施例】
【００１２】
　以下に、実施例により本発明を説明する。
【００１３】
　実施例１
　ＭＣＭ培地１Ｌに表１で示す量のビタミンＢ２、ビタミンＢ６及びビタミンＣを加えビ
フィズス菌（Bifidobacterium　longum　NT）約１０8cfu/Lを接種し、培地１０ｍＬを入
れた試験管中で３７℃２４時間静置嫌気培養した。接種時と培養２４時間後の生菌数を測
定した結果を表２に示した。表２より明らかなようにビタミン無添加ではビフィズス菌の
増殖はわずかであったが、ビタミン添加によりビフィズス菌は約１００倍に増殖した。以
上より、ビタミンＢ２、ビタミンＢ６及びビタミンＣにビフィズス菌の増殖を促進する作
用を有することが明らかである。
【００１４】
【表１】

【００１５】
【表２】
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